
 
 
 
 

大
分
舞
鶴
高
校
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
平
成
26
年
11
月

15
日
、
宮
之
浦
岳
国
有
林
２

２
４
林
班
お
よ
び
２
２
５
林

班
内
に
お
い
て
理
数
科
の
生

徒
17
人
が
植
生
調
査
を
体
験

し
ま
し
た
。 

 

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
同
校
は
屋
久
島
の
自
然

に
触
れ
、
自
然
へ
の
興
味
・
関

心
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、

科
学
的
探
求
を
行
う
上
で
の

ス
キ
ル
・
心
構
え
を
体
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
２
泊
３
日
の

「
屋
久
島
体
験
研
修
」
を
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全

セ
ン
タ
ー
に
は
植
生
調
査
を

生
徒
達
に
体
験
さ
せ
た
い
と

の
依
頼
が
あ
り
、
昨
年
は
愛

子
岳
（
標
高
２
０
０
㍍
）
の

照
葉
樹
林
の
植
生
調
査
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

照
葉
樹
林
は
樹
種
も
多
く

複
雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

は
、
宮
之
浦
岳
国
有
林
で
繁
殖

し
て
い
る
外
来
種
ア
ブ
ラ
ギ

リ
に
的
を
絞
っ
た
調
査
方
法

を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
ま
し
た
。 

【
学
習
の
ね
ら
い
】 

 

本
紙
上
で
は
毎
号
、
５
年
ご

と
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
屋

久
島
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
森

林
の
移
り
変
わ
り
は
非
常
に

緩
や
か
で
あ
り
、
そ
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
森
林
の

階
層
区
分
ご
と
に
構
成
樹
種

の
変
化
な
ど
を
調
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
の
学
習
で
は
、
森
林
の

階
層
構
造
を
見
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
調
査
が
必
要
で
、

調
査
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に

取
り
ま
と
め
た
ら
良
い
の
か

に
主
眼
を
置
い
て
行
い
ま
し

た
。 

【
初
め
て
の
経
験
】 

 

生
徒
ら
は
２
班
に
分
か
れ
、

事
前
に
設
け
て
あ
っ
た
プ

ロ
ッ
ト
内
の
樹
木
の
樹
高
や

直
径
、
生
え
て
い
る
位
置
な
ど

を
計
測
し
ま
し
た
。
初
め
て
体

験
す
る
作
業
で
は
じ
め
は
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に

慣
れ
、
各
班
ご
と
に
力
を
合
わ

せ
一
生
懸
命
に
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
一
行
は
、
当
セ
ン

タ
ー
に
場
所
を
移
し
、
前
田
三

文
所
長
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

を
使
っ
て
今
回
の
調
査
の
ね

ら
い
や
毎
木
調
査
し
た
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

か
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、
自
分

達
が
調
査
し
た
デ
ー
タ
が
ど

の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

分
析
さ
れ
る
の
か
興
味
深
く

聴
い
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
生
徒
代
表
か
ら
「
森

林
生
態
系
の
調
査
方
法
の
ひ

と
つ
で
あ
る
毎
木
調
査
に
は

以
前
か
ら
興
味
を
も
っ
て
お

り
、
今
回
は
調
査
方
法
か
ら

デ
ー
タ
の
取
り
ま
と
め
ま
で

を
実
際
に
体
験
で
き
、
良
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験

を
今
後
の
学
習
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
参

加
し
た
生
徒
の
中
か
ら
、
素
晴

ら
し
い
自
然
科
学
者
が
誕
生

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

関
東
以
西
に
分
布
す
る
常
緑
高

木
。
屋
久
島
で
は
低
地
の
林
内
に

見
ら
れ
、
街
路
樹
に
も
使
わ
れ
て

い
る
。
葉
は
楕
円
形
で
濃
緑
色
、
若

枝
や
葉
柄
は
紫
色
を
帯
び
る
。
樹

皮
は
灰
白
色
で
な
め
ら
か
。
冬
に

赤
い
小
さ
な
果
実
が
た
く
さ
ん
つ

い
て
い
る
の
が
目
立
つ
。 

 

花
期
６
月
、
果
期
12
～
２
月
。 
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屋久島の植物 

クロガネモチ 

（モチノキ科） 

屋久島生態系モニタリング 

屋久島東部（愛子岳）の植生垂直分布調査 
(平成 23年度/2011年度) 

●標高 800 ㍍プロット 
[優占種の変化] 

 2001年の高木層のヒメシャラが風倒被害を受けて本数が少なくなり、

優占度が低下したと考えられる。草本層のヤクシマアジサイはヤクシカ

の食害で優占度が低下したと考えられる。 

[直径階別本数の変化] 

 2001年～2006年の胸高直径１～９㎝の本数が急激に低下した原因

としては、風倒被害及び土砂流出が考えられる。屋久島東部の平野で

最大瞬間風速50.6m/sを記録した2004年の大型で非常に強い台風

16号や同観測地点で最大瞬間風速58.1m/sを記録した2005年の大

型で非常に強い台風14号などが影響していると考えられる。 

[草本層指標種の出現と消滅]※指標種は№234号に掲載。 

大
分
舞
鶴
高
校
体
験
学
習
生
を
受
入 

階層区分 2001年 2006年 2011年 

高木層(6.0m以上) ヒメシャラ バリバリノキ バリバリノキ 
亜高木層(3.0～ 6.0m) サクラツツジ サクラツツジ サクラツツジ 
低木層(1.2～ 3.0m) ハイノキ ハイノキ ハイノキ 
草本層(1.2m未満） ヤクシマアジサイ ヤクシマアジサイ ハイノキ 

消滅した種(嗜好性) 消滅した種(不嗜好性) 出現した不嗜好性種 

  キジノオシダ（暖） 

コウヤコケシノブ 

ヤブツバキ 

樹高の調査 

笑顔で記念撮影（センター玄関前） 
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屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
保
護
管
理
協
議
会
で
は
、
支

援
協
定
を
結
ん
で
い
る
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル(

株)

と
地
元
の
関
係
機

関
と
で
、
屋
久
島
自
然
休
養
林

（
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
と
白
谷
雲

水
峡
）
内
に
お
け
る
清
掃
等
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
平
成
20
年
度

か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

前
年
は
屋
久
島
世
界
自
然
遺

産
登
録
20
周
年
を
記
念
し
、
一
般

参
加
者
を
募
集
し
て
多
数
の
参

加
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
ご
縁

で
、
本
年
も
一
般
の
方
８
人
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
11
月
８
日
（
土
）

白
谷
雲
水
峡
に
お
い
て
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
15
人
、
関
係
機
関
32
人
、

一
般
８
人
、
総
勢
55
人
の
参
加
の

も
と
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
内
容
は
、
午
前
は

入
口
周
辺
の
看
板
、
東
屋
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
苔
落
と
し
や
看
板

の
補
修
な
ど
を
行
い
、
午
後
か
ら

は
森
に
入
っ
て
木
道
・
手
摺
り
の

苔
落
と
し
や
石
道
の
清
掃
を
６

班
で
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
小
雨
の
中
で
の
作
業

で
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
し
て
は

作
業
に
適
し
た
気
温
（
15
℃
）
で
、

入
口
周
辺
の
看
板
や
遊
歩
道
の

木
道
、
手
摺
り
な
ど
が
見
違
え
る

よ
う
に
綺
麗
に
な
り
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。 

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
保

護
管
理
協
議
会
で
は
、
未
来
を
担

う
屋
久
島
の
子
ど
も
た
ち
に
白

谷
雲
水
峡
や
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド

の
自
然
休
養
林
を
は
じ
め
、
大
川

の
滝
・
千
尋
の
滝
・
田
代
ヶ
浜
の

風
景
林
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
と
し
て
身
近
に
親
し
み
、
森

林
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
を
願
い
、
小
中
学
生
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
小
・
中
学

校
か
ら
61
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
入
選
作
品

に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。 

 

レ
ク
森
で
は
こ
の
作
文
募
集

を
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
、
今

回
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
前
年
に

引
き
続
き
多
く
の
作
品
が
集
ま

り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
毎
に
、

世
界
自
然
遺
産
の
屋
久
島
で
成

長
す
る
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

表
現
力
や
屋
久
島
の
自
然
を
大

切
に
思
う
心
に
感
銘
を
受
け
ま

す
。
こ
れ
ら
の
全
作
品
を
、
11
月

４
日
～
19
日
ま
で
屋
久
島
環
境

文
化
村
セ
ン
タ
ー
交
流
ホ
ー
ル

（
宮
之
浦
）
に
展
示
し
ま
し
た
。

12
月
１
日
～
11
日
ま
で
安
房
総

合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

○
中
学
生
の
部 

最
優
秀
賞 

荒
木
仁
（
中
央
中
一
年
） 

『
屋
久
島
の
滝
』 

優
秀
賞 

藤
村
嵐
士
（
中
央
中
一
年
） 

『
大
川
の
滝
』 

奨
励
賞 

荒
木
賢
登
（
中
央
中
一
年
） 

『
大
川
の
滝
』 

○
小
学
生
の
部 

最
優
秀
賞 

藤
篠
玉
葉
（
永
田
小
五
年
） 

『
百
年
先
の
未
来
ま
で
』 

優
秀
賞 

赤
司
弦
貴
（
神
山
小
四
年
） 

『
赤
司
家
と
シ
カ
と
サ
ル
の
不

思
議
な
登
山
』 

徳
永
よ
し
み
（
永
田
小
六
年
） 

『
人
生
に
一
回
は
行
っ
た
方
が

い
い
所
』 

奨
励
賞 

 

ま
す
田
か
お
る
（
安
房
小
三

年
） 

 
 

『
大
川
の
た
き
』 

小
倉
昴
（
永
田
小
三
年
） 

『
き
び
し
か
っ
た
じ
ょ
う
文
杉

と
山
』 

泊
朝
希
（
安
房
小
四
年
） 

『
自
分
の
目
で
見
る
』 

和
田
萌
々
香
（
安
房
小
四
年
） 

『
ま
た
登
山
し
た
い
な
』 

田
中
美
空
（
永
田
小
四
年
） 

『
初
め
て
の
太
こ
岩
』 

黒
川
陽
菜
乃
（
神
山
小
五
年
） 

『
屋
久
島
の
森
の
山
の
奥
』 

七
里
太
音
（
永
田
小
五
年
） 

『
こ
の
経
け
ん
を
来
年
に
』 

若
本
流
音
（
宮
浦
小
五
年
）

『
そ
れ
ぞ
れ
違
う
滝
』 

 

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株) 
『

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

』

に

汗 

【
屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
】 

作

文

コ

ン

ク

ー

ル 

入

選

作

品

紹

介 

木道の清掃に汗 

 ボランティア活動に汗を流された皆さん 

ア
サ
ヒ
の
森
が
「
林
野
庁
長
官
賞
」
を
受
賞 

 

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株)

は
、
広
島
県
庄
原
市
と
三
好
市
に
２
，
１
６
５
㌶

の
社
有
林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
を
有
し
、
こ
こ
で
は
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
、
健
全
な
森
林
の
維
持
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
広
島
北
部
森
林
管
理
署
と
連
携
し
た
「
森
林
教
室
」
を
開
催

す
る
な
ど
森
林
環
境
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、
「
第
53
回
全
国
林
業
経
営
推
奨
行

事
」
で
「
林
野
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 


